
 

 

 

 

２０１８年度（平成３０年度・第３期） 

事 業 報 告 書 
[期間：２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 ほっと岡山 

 



事業報告書 

１. 平成３０年度福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業（拠点事業） 

  ・電話・対面による相談業務（生活再建支援拠点） 

・福島県が実施する支援施策の説明・相談・交流会の開催、情報提供 

・ほっとめぐる交流会 

２. 平成３０年度被災者支援総合交付金 県外避難者支援事業 

  「ふるさとふくしま・かけはしプラン２０１８」（ふるさとふくしま事業） 

  １-日常を支える支援 

    アウトリーチ事業 

    情報提供事業 

    こころのケア事業（①託児支援 ②こどもの居場所 ③ユースプロジェ 

クト ④アートセラピー ⑤アロマケア）  

  ２-日常を支える支援 

    交流・レジリエンス事業 

    まなびあい事業「３１１スタディーズ」 

    レジリエンス支援事業（①つどいあいのワーク ②ふくしま県人会 

③わくわくたまの ④学校に行かない子どもを持つ親の会 ⑤RC サポ

ートグループたんぽぽ  

  ３-コミュニティ強化事業 

かけはしプラン A 

  ４-コミュニティ強化事業 

かけはしプラン B 

３. タケダ・赤い羽根広域避難者支援プログラム２０１８ 

  「岡山県における避難者支援のための社会関係資本形成・連携構築事業」 

４. 岡山市男女共同参画社会推進センター市民協働事業「かぞく防災講座」 

５. 岡山市市民協働推進モデル事業 

  「住まいと暮らしに困り事を抱えている人の居住定着を目指した相互支

援・相談支援事業」 

６. 岡山市南区防災アドバイザー派遣事業 

７. 本願寺旅費補助支援事業 

８. その他 

 

 



 

 事業名 事業概要 区分 税法上

の取扱 

１．相談支援事業 

継
続 

相談業務 

来所・電話・メールでの相談窓口 

火・木・金／１０時～１６時 
相談員４名、他司法書士、臨床心理士 

拠点事業 収益 

継
続 

拠点設置 

各種情報や福島県地方紙２紙の配架

等、いつでも立ち寄れる拠点・交流ス

ペースの設置 
拠点事業 収益 

継
続 

個別訪問・同行支援 

相談窓口で受けた相談者にむけた個

別支援。戸別訪問の他、相談員が行政

等窓口へ同行などのサポート 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

 

２．交流支援事業 

継
続 

情報説明会・交流会 

福島県による支援情報説明会・交流会

を６月に岡山県内にて開催（岡山県危

機管理課共催） 
拠点事業 収益 

継
続 

交流会 

拠点事業の提案事業「ほっとめぐる

交流会」として、県内各地（笠岡

市、倉敷市、高梁市 ）にて開催 

拠点事業 収益 

新
規 

くるくるお茶会 
毎月最終木曜日、ほっと岡山交流ス

ペースにて開催 
拠点事業 収益 

新
規 

コミュニティ強化事業

かけはしプラン A 

福島県内で開催される「ふるさと交流

会」へ参加のための旅費支援。避難元

のコミュニティ形成強化、そして帰還

準備等が目的。全２０回連携支援団体

とともに開催。交流会参加は 127 名、

５３世帯。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 



  

 

新
規 

コミュニティ強化事業

かけはしプラン B 

福島県へ帰還した方を招き、現地の様

子などを届ける交流会を６回開催。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

３．情報収集及び情報提供事業 

新
規 

「ほっと岡山 News」 

発行 

岡山県からの月に一度のおたより便

を活用し、ニュースレターの情報発信 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

ホームページ、SNS, 

メーリングリスト等

情報発信 

ホームページ等情報更新、各支援団体

MLを活用した情報発信 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

４．情報発信、啓発活動及び広報事業 

継
続 

３１１スタディーズ 

全３回、岡山市にて開催。避難当事者、

市民への啓発として勉強会を開催。内

容は環境汚染等。 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 

継
続 

かぞく防災講座 
岡山市男女共同参画社会推進センタ

ー市民協働事業として年３回開催 

岡山市 

男女共同 
非収益 

新
規 

地域防災 

アドバイザー派遣 

岡山市南区主催の地域防災事業。 

南区３地区にて防災講座講師。 

岡山市 

南区 
収益 

新
規 

復興知をつなぐ災害

フォーラム「一人ひと

りを大切にした災害

対策を考える」 

9/9 岡山大学フクタケホールにて開

催。講師に津久井進氏、あんどうりす

氏。 

タケダ 

赤い羽根 
非収益 

新
規 

東日本大震災啓発フ

ォーラム「災害をかた

りつぐということ。―

おんがくとものがた

りから。―」 

3/10 岡山県立美術館ホールにて開

催。宮城県から森加奈恵氏、福岡県か

ら斎藤直志氏（避難者）、服部楽器の

演奏等、東日本大震災、西日本豪雨の

経験から災害を通じた啓発の機会と

した。 

タケダ 

赤い羽根 
非収益 



 

 

 

５．調査、研究及び政策提言事業 

継
続 

避難者アンケート調

査 

岡山県内避難者を対象としたアンケ

ート調査の実施。 
タケダ 

赤い羽根 
非収益 

継
続 

政策提言 

避難先・避難元自治体、国に向けて随

時、避難者支援の状況を届けた。復興

大臣訪問対応等。 
自主 非収益 

６．政府、自治体、企業等の関係機関との協力及び連携事業 

継
続 

岡山避難者支援プラ

ットフォーム設置 

行政、支援団体、議員等との避難者の

現状や支援について、情報共有をする

支援情報交換会を２回開催 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 

新
規 

復興庁情報支援事業 
全国避難者支援関連の情報共有のプ

ラットフォームへの情報提供 

 

自主 

 

非収益 

新
規 

住まいと暮らしに

困り事を抱えてい

る人の居住定着を

目指した相互支

援・相談支援事業 

岡山市主に岡輝学区を中心に、精神障

害者支援、ホームレス支援、被災者支

援、DV 支援等に関わる支援団体と連

携し、地域に住まう困りごとを抱えた

さまざまな方を対象にとした支援の

連携構築事業を展開した。 

岡山市 

市民協働

課 等 

非収益 

７．避難者、移住者及び被災者の支援活動を行っている団体及び 

個人とのネットワーク構築及び連携事業 

継
続 

レジリエンス支援 

「RC サポート 

グループたんぽぽ」 

岡山市北区建部町にて開催。避難当事

者同士のピアサポートグループの運

営をサポート 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 



 

継
続 

レジリエンス支援 

「わくわくたまの」 

玉野市に避難移住している当事者に

よる、地域コミュニティとの交流。全

２回開催。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンス支援 

「学校にいかない 

子どもをもつ親の会」 

不登校の子どもを持つ親で語りあう

グループワークの運営をサポート。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

「レジリエンス支援 

つどいあいのワーク」 

月２回開催の当事者によるピア・サポ

ートのグループワーク。精神保健福祉

士が伴走。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

アロマケア 

ほっと岡山交流スペースにて全１０

回開催。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

新
規 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

アートのじかん 

「ねっこぼっこ」 

ほっと岡山交流スペースにて月に１

度１０回開催。アートの制作を通し

て、感覚・こころ・からだへアプロー

チするためのワーク。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

新
規 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

ユースプロジェクト 

10 月６〜８日笠岡市にて開催。アウ

トドアを通じて主に不登校・や母子避

難世帯の子どもを対象。日常とは違う

時間を提供。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

新
規 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

こどもの居場所 

学習支援 

毎週水曜日、ほっと岡山交流スペース

にて開催。不登校の子どもにむけた居

場所、学習支援。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

託児支援 

シングルペアレントや母子避難者を

対象に、ファミリーサポート等の利用

時託児等費用を補助 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

ゆったりまったりぽ

っこりツアー 

豪雨災害で被害を受けた地域に住む

避難移住世帯を対象に、交流の機会と

したツアー 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 


















	2018(H30)_annual report
	zaimushohyo_2018



